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上から 4行目 t＝－ 2.83 t＝－ 3.26
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178 左下の図

IT統計学の基礎知識　統計データの要約と推計

　　　 t ＝ 　　　 ＜  －1.96 　 ➡  差は有意

                                                          
として判定する。この判定ルールを「スチューデントの
t検定」といっている。今，差＝－1.5に対し，s＝2.3，
n＝25から，t＝－2.83と左端に近く大きく－1.96を
突破するから，差は有意で飲料は「実際に表示から外れ
ている」と安全に判断できる。いうまでもなく，－1.5
は25回測定した結果であることに注意する。
　このt検定について説明しておこう。統計学の基礎テ
キストにはtの確率分布の関数グラフ，分布表がのって
いる（左下の図）。一見して，正規分布に似ている。
　図から，差がある程度大きくないと有意にはならな
いことがわかる。差が小さく－1.0ならどうだろう。t
＝－1.09で，有意ではなく，飲料は「表示通りではない」
とまではいえない。「差が十分大きくなったときだけ有
意となる」とだけ知っておこう。
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出た差」といってよく，要す
るに「実際に差はない」と判断される。数学的には等し
くないのだから差はあるが，統計学は数学とはことな
る面がある。社会的な守備範囲は広く，統計学を学ぶ
メリットもそこにある。
　有意であるか有意でないかを判定するには，さまざ
まな統計学の理論があるが，理解のしるしとして，一
つのシンプルな例を結果だけあげておこう。

　 表示通りか：検定の成功 　　　　　　　　　
飲料があり「果汁成分15%」と表示してある。大きさ
（n）が25のサンプルを取り，果汁成分比を測定する
と，平均x＝13.5，標準偏差s＝2.3となった。表示
どおりといっていいか否か。

　差は13.5－15＝－1.5（%）で表示に足りない可能
性がある。差が有意か否かを見るために，

ｔ検定を考えた統計学者
ウィリアム・ゴセット

t分布のグラフ

ｔ 密度 累積
-3 0.019970984030.01997098403

-2.9 0.022118302440.02205897481
-2.8 0.024877228200.02440577527
-2.7 0.028018597420.02704716122
-2.6 0.031597343220.03002406593
-2.5 0.035675624360.03338327240
-2.4 0.040323358950.03717816352
-2.3 0.045618600840.04146951855
-2.2 0.051647652120.04632633508
-2.1 0.058504767330.05182664315
-2 0.066291260730.05805826175

-1.9 0.075113777630.06511942647
-1.8 0.085081439770.07311919059
-1.7 0.096301530930.08217747063
-1.6 0.108873365380.09242457263
-1.5 0.12288 0.104
-1.4 0.138377537130.11705031366
-1.3 0.155381954520.13172579823
-1.2 0.173853723580.14817569665
-1.1 0.193680963890.16654182477

-0.9999999999 0.214662525830.18695048315
-0.8999999999 0.236493144090.20950275960
-0.7999999999 0.258753536770.23426356778
-0.6999999999 0.280908831710.26125008279
-0.5999999999 0.302318707980.29042057887
-0.4999999999 0.322261868560.32166498159
-0.3999999999 0.339975733520.35479863071
-0.2999999999 0.354709627340.38956071413
-0.1999999999 0.365786634960.42561850706
-0.0999999999 0.372666465580.46257792046

0 0.375 0.5
0.1 0.372666465580.53742207953
0.2 0.365786634960.57438149293
0.3 0.354709627340.61043928586
0.4 0.339975733520.64520136928
0.5 0.322261868560.67833501840
0.6 0.302318707980.70957942112
0.7 0.280908831710.73874991720
0.8 0.258753536770.76573643221
0.9 0.236493144090.79049724039
1 0.214662525830.81304951684

1.1 0.193680963890.83345817522
1.2 0.173853723580.85182430334
1.3 0.155381954520.86827420176
1.4 0.138377537130.88294968633
1.5 0.12288 0.896
1.6 0.108873365380.90757542736
1.7 0.096301530930.91782252936
1.8 0.085081439770.92688080940
1.9 0.075113777630.93488057352
2 0.066291260730.94194173824

2.1 0.058504767330.94817335684
2.2 0.051647652120.95367366491
2.3 0.045618600840.95853048144
2.4 0.040323358950.96282183647
2.5 0.035675624360.96661672759
2.6 0.031597343220.96997593406
2.7 0.028018597420.97295283877
2.8 0.024877228200.97559422472
2.9 0.022118302440.97794102518
3 0.019693498090.98002901596
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　　　 t ＝ 　　　 ＜  －1.96 　 ➡  差は有意

                                                          
として判定する。この判定ルールを「スチューデントの
t検定」といっている。今，差＝－1.5に対し，s＝2.3，
n＝25から，t＝－3.26と左端に近く大きく－1.96を
突破するから，差は有意で飲料は「実際に表示から外れ
ている」と安全に判断できる。いうまでもなく，－1.5
は25回測定した結果であることに注意する。
　このt検定について説明しておこう。統計学の基礎テ
キストにはtの確率分布の関数グラフ，分布表がのって
いる（左下の図）。一見して，正規分布に似ている。
　図から，差がある程度大きくないと有意にはならな
いことがわかる。差が小さく－0.5ならどうだろう。t
＝－1.09で，有意ではなく，飲料は「表示通りではない」
とまではいえない。「差が十分大きくなったときだけ有
意となる」とだけ知っておこう。
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出た差」といってよく，要す
るに「実際に差はない」と判断される。数学的には等し
くないのだから差はあるが，統計学は数学とはことな
る面がある。社会的な守備範囲は広く，統計学を学ぶ
メリットもそこにある。
　有意であるか有意でないかを判定するには，さまざ
まな統計学の理論があるが，理解のしるしとして，一
つのシンプルな例を結果だけあげておこう。

　 表示通りか：検定の成功 　　　　　　　　　
飲料があり「果汁成分15%」と表示してある。大きさ
（n）が25のサンプルを取り，果汁成分比を測定する
と，平均x＝13.5，標準偏差s＝2.3となった。表示
どおりといっていいか否か。

　差は13.5－15＝－1.5（%）で表示に足りない可能
性がある。差が有意か否かを見るために，

ｔ検定を考えた統計学者
ウィリアム・ゴセット

t分布のグラフ

0
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ニュートン別冊『統計と確率 改訂版』（第 2 刷）　正誤表
ニュートン別冊『統計と確率 改訂版』に，以下の誤りがありました。お詫びして訂正いたします。


